家庭礼拝　201１年1月５日　エフェソ書５章　後半（17節～5：5節）
　賛美歌204　喜びの日よ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP119(18)　主の名を賛美せよ
起

エフェソ書の4章では、私たちは聖書から古い人を脱ぎ捨てて、新しい人を着なさい。そして、神に倣う者となりなさい、と言うメッセージをいただきました。それは最高に高い目標でした。それは神様のようになりなさいと言う目標でした。そして、今日の5章ではそのような目標を持ちつつも、具体的な日々をどのように歩んでいったらよいのかを示しています。小見出しにもありますように、この章では、光の子として歩みなさいと言うことが語られています。そしてそれと同じくらい高い目標として妻と夫の関係を正しくして歩みなさい、と言うことが語られています。この時代の倫理は、女性をモノと同じく扱っていると言うことの中で、ひどく乱れたものでした。比較的倫理性の高いユダヤ教であっても、女性の地位はかなり低いものでした。この時代のパウロの倫理観は、まず妻と夫の関係を神の前に正しいものとするところから始められているのです。ここで、妻と夫の関係と言うことではパウロの結婚観が語られているのですが、パウロの結婚観は実は大きく変化しています。初期の頃の結婚観はコリントの信徒への手紙第一の7章に書かれています。コリント前書での結婚観は、できれば結婚しないで今のままで居たほうが良い。結婚に縛られた生活をしてはいけない。但し、姦淫の罪を犯すくらいなら、結婚をしたほうが良い。と言うような、非常に消極的な結婚観でした。ところがエフェソ書での結婚観は大きく変化し、結婚とは教会とキリストの関係と同じであると言っています。何がこれほどに大きく変えたのでしょうか。それには時間の流れを理解する必要があります。コリント前書はコリント伝道を2年行い、そのあとエフェソで3年の伝道をしている時に書かれたといわれています。一方エフェソ書はローマでの獄中に書かれたものといわれています。その時間の流れは約9年が過ぎ去っているものと思われます。すなわち、パウロはコリント前書では主の再臨がすぐやってくるとの思いが強かったのです。結婚そのものの価値や考え方がどうこう言うよりも、とにかく今のまま、罪を犯さずに、主の再臨を迎えることができるようにと言うような考え方で、結婚に関する考えが述べられました。ところがその再臨がなかなかやってこないと言うことで、長い目で見て、結婚と言うことの重要性を考えるようになったのがエフェソ書での結婚観と言われています。そういった意味では、パウロの正しい結婚観はこのエフェソ書の5章に書いてあると考えてもよいと思います。そのような観点で、この5章のパウロの教えを学んで生きたいと思います。
承

まず最初に、光の子として歩みなさいと言うことが言われているのですが、それは8節に書いてあります。
エフェ 5:8　あなたがたは、以前には暗闇でしたが、今は主に結ばれて、光となっています。光の子として歩みなさい。
ここでのテーマは光と闇です。4章にあった、新しい人と古い人の話と同じといっても良いと思います。新しい人と古い人というときのその関係は、自分とイエス様の関係でした。イエスキリストを着るか着ないかの関係でした。ここで、光と闇の話が、新しい人と古い人との話とどう違うかと言えば、光と闇は、私たちとイエス様だけの関係ではなく、そこに隣人との関係も現れてきます。神の光に照らされて、私たちが、照らされ、そしてその光で隣人が照らされ、光と闇に分けられていることを表しています。

光は新しい人であり、神に愛されている人であり、主が喜ばれるものであり、実を結ぶものであります。そして霊に満たされて、主を賛美し、神に感謝を捧げるものです。一方、闇は、古い人であり、むなしい言葉を語るものであり、神の怒りが降るものであり、実を結ばないものであり、恥ずかしいことを行うものです。愚か者であり、無分別であり、酒に酔いしれるものなのです。
この闇は私たちが、真の神様を知る前の私たちなのです。ですが今は主に結ばれて光となっているのです。だから光の子として歩みなさいとパウロは言います。光は見えなかったものを明るみに出します。誰の目にも正しく見えるように、照らします。闇は隠します。その恥ずべきことが見られないように、誰にも知られないように隠します。そして光の当たるところだけ、正しそうな顔をします。隠れた闇の部分は知らん顔をしています。しかしパウロは、すべてのものは光にされされ、明らかにされます。と言います。私たちがいくら隠し事をして、表面を取り繕っても、それは、全てが光にさらされ、明らかにされるのです。私はこの言葉を信じています。隠されている物は、光にさらされ、悪いものは、明るみに照らされると消え去っていくのです。ですから悪いものと戦うには、悪いものを消し去ろうとするのでも、屈服させようとするのでもなく、ただ、明るみに出して、知られるようにするだけで、自然と消滅していくものです。そして、14節ではすばらしい言葉が語られます。明らかにされるものは皆、光となるのです。と言っています。光が光を呼び、明るさが明るさを呼びます。暗かったものも、光に照らされると、明るいものとなるのです。
私達の使命は、光となって、闇を照らすことです。その光は神から来る光です。私たち自身はその光を受けて、近くの闇を照らしていくのです。そうして、明るみに出された闇は、今度は直接神の光を受けて、更に隣の闇を照らしていくのです。

私たちが光の子として歩むために、パウロはこういいました。むなしい言葉に惑わされてはいけません。彼らの仲間に引き入れられないようにしなさい。何が主に喜ばれるかを吟味しなさい。暗闇の技を明るみに出しなさい。賢いものとして、細かく気を配って歩みなさい。時を良く用いなさい。霊に満たされ、詩篇と賛歌と霊的な歌によって語り合い、主に向かって心からほめ歌いなさい。そして何時もあらゆることについて、私達の主イエスキリストの名により、父である神に感謝しなさい。

私たちは、自分自身のことを考える場合、古い人を脱ぎ捨て、新しいキリストを着て、歩んでいきます。そして隣人のことを考える場合、光の子となって、神の光を受けて、その光で自分をも、隣人をも、照らすように、歩んでいくのです。これがクリスチャンの歩み方なのです。新しい人を着て、神の光を放って歩んでいくのです。すばらしい歩みではないでしょうか。
転
次に、妻と夫との関係が語られています。パウロの結婚観です。まず最初に、互いに使え合うことが言われています。21節です。
エフェ 5:21　キリストに対する畏れをもって、互いに仕え合いなさい。
使えあうのは、義務からではなく、キリストに対する畏れを持って使えあうのです。なぜ畏れるのか、それは、お互いが主に愛されている大切な人だからです。ある人にとっては大切でない人をも、イエス様はその人を大切にされるからです。主が大切にされる人だから、畏れを持って、仕えるわけです。
そして22節から24節では、妻の務めが言われています。

エフェ 5:22　妻たちよ、主に仕えるように、自分の夫に仕えなさい。
エフェ 5:23　キリストが教会の頭であり、自らその体の救い主であるように、夫は妻の頭だからです。
エフェ 5:24　また、教会がキリストに仕えるように、妻もすべての面で夫に仕えるべきです。
この時代は、女性は物と同じでした。結婚しても何時どんな理由で離婚されても文句の言えない時代でした。ですから妻が夫に仕えるのは当たり前と言うよりも義務でした。そうしなければ、離縁されてしまうのでした。ですが、パウロはここに新しい価値観を与えました。夫に仕えるのは義務や畏れのためではなく、主に仕えるように、夫に仕えるためなのです。キリストが教会の頭であるように、夫が妻の頭であるからなのです。妻が夫に仕えるのは、教会がキリストに仕えるのと同じであると言っているのです。教会は、喜んでその主に仕え賛美するのだから、妻はその主に仕えるように夫に仕えなさい。と言っているのです。これは今まで言われたこともない、新しい教えでした。妻は教会にたとえられ、夫は主にたとえられているのですから、当然、夫には主のように歩むことが求められます。夫婦はそのように歩んでいきなさいと言われているのです。

そして、25節から29節は夫に対する求めが書かれています。
エフェ 5:25　夫たちよ、キリストが教会を愛し、教会のために御自分をお与えになったように、妻を愛しなさい。
エフェ 5:26　キリストがそうなさったのは、言葉を伴う水の洗いによって、教会を清めて聖なるものとし、
エフェ 5:27　しみやしわやそのたぐいのものは何一つない、聖なる、汚れのない、栄光に輝く教会を御自分の前に立たせるためでした。
エフェ 5:28　そのように夫も、自分の体のように妻を愛さなくてはなりません。妻を愛する人は、自分自身を愛しているのです。
エフェ 5:29　わが身を憎んだ者は一人もおらず、かえって、キリストが教会になさったように、わが身を養い、いたわるものです
夫達には、キリストが教会を愛し、教会のためにご自分をおあたえになったように、妻を愛しなさいと述べられています。生半可な愛し方ではありません。命をかけた愛し方です。キリストは教会がどんな教会であっても、その教会のためにご自分をおあたえになったのです。自分の妻がどのような悪妻であっても、その妻をキリストが愛するように愛すると言うのは、なかなか大変な事です。この夫の愛は犠牲的な愛です。
そして、26節27節では、キリストは、教会を洗礼によって清め、聖なる者として、しみやしわのない栄光に輝く教会をご自分の前に立たせるために、ご自分を教会におあたえになったと、パウロは言います。そして、そのように、夫も妻を清いものとし、しみもしわもないもの輝くものとして、自分の前に立つことが出来るように、妻を愛するのです。夫は自分の体のように妻を愛するのです。妻を愛する人は自分自身を愛しているからです。妻は自分と完全に一体となって、自分の体のようになっているのだと言うのです。この夫の愛は、清く聖なる愛です。
そして最後にパウロはこういいます。30節から33節です。
エフェ 5:30　わたしたちは、キリストの体の一部なのです。
エフェ 5:31　「それゆえ、人は父と母を離れてその妻と結ばれ、二人は一体となる。」
エフェ 5:32　この神秘は偉大です。わたしは、キリストと教会について述べているのです。
エフェ 5:33　いずれにせよ、あなたがたも、それぞれ、妻を自分のように愛しなさい。妻は夫を敬いなさい。
パウロは、私たちはキリストの体の一部です。と言います。私達の結婚は、夫と妻とキリストの三者が一体になることです。人間は、男と女に創造されました。それは男と女が供に助け合うものとして創造されたのです。結婚はこの事実が最も具体的に表されている状態です。イエス様は結婚を祝福されました。そしてパウロはその結婚を神と人との関係を示すもとのして教えました。それはキリストと教会との関係です。これは神秘であり偉大であるとパウロは言います。この神秘について、具体的に解説している注解書はありませんでした。私もまた、この神秘は偉大であるとだけ言っておきたいと思います。ただ一つはっきりいえることは、私たちは一体となったと言うことです。そして、いずれにせよ、あなた方も、それぞれ、妻を自分のように愛しなさい。妻は夫を敬いなさいとパウロは言っているのです。パウロの結婚観は、初期の、できれば結婚はしないほうが良い、と言っていた状態から、結婚は神秘であり偉大である。と言うほどになりました。この結婚と言うことの中にある神秘に思いをめぐらせたいと思います。
結

今日は、パウロから、光の子として歩みなさい。と言うことを教えられました。私達のうちにある闇に光を投げかけ、闇のない、光に包まれて、周りを照らして歩むのです。闇は光の中で消え去ります。隠れたものは明るみに出され、清いものとなります。私たちが、この新しい年を、そのような曇りのない、透明な光の中で歩めるようにと願います。私たち自身がそのような光となって、輝いていくことが出来るようにと切に祈るものです。
そして、結婚は一体となるものであることを教えられました。この教えは当時としてはとても大胆な教えだったと思います。なぜなら、結婚とは何時でも離婚できるものでしかなかったからです。古くなったものを捨てるように妻を捨てていたのです。夫と妻が同格で、一体となることなど考えられなかった時代です。そこに、結婚は神様と教会の関係と同じであると教えました。そのように考えることはまさに神秘です。そのように考えられる人は殆どいないかもしれません。このことのベースになっているのは、私たちはキリストの体の一部であると言うことです。私たちは既に、キリストの体の一部なのです。ここにパウロの教えの真髄があります。ここに私たちが本当に悟らなければならない、キリスト教の教えがあります。
（一分間の黙想）
（祈り）

天の父なる神様。今年最初の水曜会が与えられ感謝いたします。この様に、安定して、長い期間、供に集い、供に祈ることの出来る幸いを与えられ感謝いたします。これからもまた、あなたの集うこの会を、どうか祝し、導いてください。私達のうちに平安と喜びがあり、感謝と賛美を捧げるものでありますように。

新しい年の新しい御言葉が与えられました。どうか、私たちが、光の子として歩んでいくことができますように。あなたの光を受け、光となって、照らすものとなる事が出来ますように。私たちがあなたのもとにあって、一体となっていることを覚えて、互いに尊敬しあい、助け合って歩んでいくことが出来ますように。
この新しい年を成長の歳とすることができますように。古い人を脱ぎ捨て、新しい人を着ていくことが出来ますように。あなたのもとにあってよい実を結んでいくことが出来ますように。

世の中に平和が満たされますように。若い人々が希望に燃えて、歩んでいくことが出来ますように。互いにいたわり合い支えあう社会が実現しますように。人類が正しい方向へと歩み続けることが出来ますように。世界中の人が、一つ思いとなって、地球の環境を考え、助け合うことを考えていくことが出来ますように。あなたの御国が来ますように。

この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆光の子として生きる
エフェ 5:6　むなしい言葉に惑わされてはなりません。これらの行いのゆえに、神の怒りは不従順な者たちに下るのです。
エフェ 5:7　だから、彼らの仲間に引き入れられないようにしなさい。
エフェ 5:8　あなたがたは、以前には暗闇でしたが、今は主に結ばれて、光となっています。光の子として歩みなさい。
エフェ 5:9　――光から、あらゆる善意と正義と真実とが生じるのです。――
エフェ 5:10　何が主に喜ばれるかを吟味しなさい。
エフェ 5:11　実を結ばない暗闇の業に加わらないで、むしろ、それを明るみに出しなさい。
エフェ 5:12　彼らがひそかに行っているのは、口にするのも恥ずかしいことなのです。
エフェ 5:13　しかし、すべてのものは光にさらされて、明らかにされます。
エフェ 5:14　明らかにされるものはみな、光となるのです。それで、こう言われています。「眠りについている者、起きよ。死者の中から立ち上がれ。そうすれば、キリストはあなたを照らされる。」
エフェ 5:15　愚かな者としてではなく、賢い者として、細かく気を配って歩みなさい。
エフェ 5:16　時をよく用いなさい。今は悪い時代なのです。
エフェ 5:17　だから、無分別な者とならず、主の御心が何であるかを悟りなさい。
エフェ 5:18　酒に酔いしれてはなりません。それは身を持ち崩すもとです。むしろ、霊に満たされ、
エフェ 5:19　詩編と賛歌と霊的な歌によって語り合い、主に向かって心からほめ歌いなさい。
エフェ 5:20　そして、いつも、あらゆることについて、わたしたちの主イエス・キリストの名により、父である神に感謝しなさい。
◆妻と夫
エフェ 5:21　キリストに対する畏れをもって、互いに仕え合いなさい。
エフェ 5:22　妻たちよ、主に仕えるように、自分の夫に仕えなさい。
エフェ 5:23　キリストが教会の頭であり、自らその体の救い主であるように、夫は妻の頭だからです。
エフェ 5:24　また、教会がキリストに仕えるように、妻もすべての面で夫に仕えるべきです。
エフェ 5:25　夫たちよ、キリストが教会を愛し、教会のために御自分をお与えになったように、妻を愛しなさい。
エフェ 5:26　キリストがそうなさったのは、言葉を伴う水の洗いによって、教会を清めて聖なるものとし、
エフェ 5:27　しみやしわやそのたぐいのものは何一つない、聖なる、汚れのない、栄光に輝く教会を御自分の前に立たせるためでした。
エフェ 5:28　そのように夫も、自分の体のように妻を愛さなくてはなりません。妻を愛する人は、自分自身を愛しているのです。
エフェ 5:29　わが身を憎んだ者は一人もおらず、かえって、キリストが教会になさったように、わが身を養い、いたわるものです。
エフェ 5:30　わたしたちは、キリストの体の一部なのです。
エフェ 5:31　「それゆえ、人は父と母を離れてその妻と結ばれ、二人は一体となる。」
エフェ 5:32　この神秘は偉大です。わたしは、キリストと教会について述べているのです。
エフェ 5:33　いずれにせよ、あなたがたも、それぞれ、妻を自分のように愛しなさい。妻は夫を敬いなさい。
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